
１０ 

採水日　平成22年10月12日 

　水道水は、法令等に定められた検査項目と検査頻度

により水質検査を行っています。 

　福崎町では、検査が義務付けられている検査項目と、

その他項目についても検査を行っています。また、水

道水の原水も検査しています。 

　結果は、水質基準に適合し、飲料水として十分な安

全性を確保しています。 

●平成22年度水道水水質検査結果● 

基
準
番
号 

基　準　項　目 
亀坪大歳神社 八千種保育所 

検　査　結　果 

田口公民館 

基準値 
（mg/L） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24

一般細菌 

大腸菌 

カドミウム及びその化合物 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

 

塩素酸 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

塩化物イオン 

ＴＯＣ 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

100個/ml以下 

検出されないこと 

0.003以下 

0.01以下 

0.04以下 

0.6以下 

0.02以下 

0.06以下 

0.04以下 

10以下 

0.1以下 

0.01以下 

0.1以下 

0.2以下 

0.03以下 

0.09以下 

0.08以下 

200以下 

3以下 

5.8以上～8.6以下 

異常でないこと 

異常でないこと 

5度以下 

2度以下 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.08 

0.002未満 

0.001 

0.004未満 

ー 

0.003 

0.001未満 

0.007 

0.02未満 

0.002 

0.001 

0.008未満 

7.5 

0.2 

6.8 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.07 

0.002未満 

0.009 

0.004未満 

ー 

0.004 

0.001未満 

0.020 

0.02未満 

0.007 

0.001未満 

0.008未満 

11 

0.2 

7.1 

異常なし 

異常なし 

1未満 

0.1未満 

0 

検出されない 

0.0003未満 

0.001未満 

0.001未満 

0.06未満 

0.002未満 

0.001未満 

0.004未満 

1.4 

0.003 

0.001未満 

0.005 

0.02未満 

0.001 

0.001 

0.008未満 

7.3 

0.1 

7.0 

異常なし 

異常なし 

１未満 

0.1未満 

問い合わせ先　水道課（内線３８１・３８２） 

シス-1,2-ジクロロエチレン及び 
トランス-1,2-ジクロロエチレン 

春日山キャンプ場  
リニューアルオープン  
春日山キャンプ場  

リニューアルオープン  
　八千種にある春日山キャンプ場の改修工事が完
了しました。 
　調理棟、食事棟、バンガロー、テントサイトな
どの施設があり、キャンプや森林浴、ハイキング
など春日山の豊かな自然を満喫できる空間です。 
　家族やグループで、ぜひご利用ください。 
申し込み・問い合わせ先 
　春日ふれあい会館　　２２ー５８０５ 
　産業課　農政係（内線３９２） 

　兵庫県では「開発行為」の運用を見直し、１０月
１日から新たな運用が開始されます。 
　このたび、開発行為となる基準が見直されたた
め、これまで開発として一定の制限を受けていな
かった行為についても制限を受ける場合がありま
す。改正に伴う経過措置も設けています。 
　詳しくは、兵庫県ホームページまたは福崎町ホ
ームページをご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
（注）太字は改正後の基準値（（　）書きは改正前） 
形状の変更…切土高さまたは盛土高さの最大値

が５０㎝以上の造成工事 
性質の変更…田・畑等宅地以外の土地を宅地に

変更する行為（青空駐車場、資材
置場に建築物を建築する行為も該
当します。） 

問い合わせ先 
　兵庫県中播磨県民局　まちづくり建築課 
　　（　０７９－２８１－９６５３） 
　福崎町役場まちづくり課　都市計画係（内線３３６） 

～「開発行為」の運用が変わります～ 

【改正の概要】 
区域区分 

市街化区域 

市街化調整区域 

形状の変更 

　５００㎡ 
（１，０００㎡） 

１，０００㎡ 

性質の変更 

　５００㎡ 
（３，０００㎡） 

１，０００㎡ 
（３，０００㎡） 

 



福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 
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神
崎
郡
歴
史
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俗
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財
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見
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東
広
畑
古
墳
（
西
田
原
字
東
広
畑
） 

　
東
広
畑
古
墳
か
ら
６
世
紀
後
半
〜
７
世
紀
初
頭
頃
の
装
飾
付
大
刀
「
亀

甲
繋
単
鳳
文
銀
象
嵌
円
頭
大
刀
柄
頭
」（
縦
８
㎝
×
横
４
㎝
、
大
刀
の
持

ち
手
よ
り
上
の
装
飾
部
分
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
、
柄
頭
の
鉄
器
が
錆
び
な
い
よ
う
に
処
理
を
行
い
、
錆
や
砂
が
付

着
し
て
表
面
の
よ
う
す
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
を
処
理
し
、
約
１
４
０

０
年
前
の
美
し
い
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。 

　
ぜ
ひ
、
古
墳
時
代
の
美
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
町
立
神
崎
郡
歴
史
民
俗

資
料
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

装飾付須恵器器台 

子持ち須恵器器台 

展示『ねむりからさめた東広畑古墳 
～はなむけの美～』で初公開 

57

　
亀
甲
繋
単
鳳
文
銀
象
嵌
の
文
様

は
県
内
初
で
、
表
面
に
白
い
線
で

模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

白
い
線
と
は
”銀

“が
は
め
込
ま

れ
た
象
嵌
と
い
う
大
陸
由
来
の
技

術
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の
よ

う
に
は
っ
き
り
と
残
る
優
品
と
し

て
も
、
県
内
初
で
す
。 

　
模
様
は
、
亀
の
甲
羅
の
形
の
六

角
形
の
中
に
”鳳
凰
“の
”鳳

“や 

”羽
毛
“な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
全
国
的
に
み
る
と
、
数
は
少
な

い
も
の
の
同
じ
よ
う
な
模
様
の
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
装
飾
大
刀
を
持
つ

人
物
は
、
地
域
を
治
め
た
地
方
豪

族
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ヤ
マ
ト

政
権
か
ら
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
説

が
あ
る
大
変
重
要
な
も
の
で
、
相

当
有
力
な
豪
族
が
埋
葬
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

◎
他
に
も
貴
重
な
資
料
◎ 

□
特
殊
須
恵
器
□ 

　
特
殊
須
恵
器
と
は
、
日
常
の
食

器
と
は
異
な
り
、
葬
儀
を
行
う
時

の
祭
祀
用
の
器
で
、
特
殊
な
形
を

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
特
殊
須
恵
器
は
、
全

国
的
に
み
れ
ば
兵
庫
県
内
で
は
よ

く
見
つ
か
り
ま
す
が
、
装
飾
付
須

恵
器
器
台
は
、
播
磨
地
域
に
集
中

し
て
分
布
し
、
但
馬
地
域
で
は
３

例
で
す
。 

　
子
持
ち
須
恵
器
器
台
の
出
土
例

は
非
常
に
少
な
く
、
多
可
郡
や
有

馬
郡
地
域
、
他
は
城
崎
町
に
１
例

で
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
市
川

水
系
の
内
陸
の
福
崎
町
で
両
方
の

特
殊
須
恵
器
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

は
、
古
墳
後
期
の
福
崎
の
役
割
や

地
域
性
、
交
流
を
示
す
大
変
お
も

し
ろ
い
資
料
に
な
り
ま
す
。 

□
装
飾
付
須
恵
器
器
台
□ 

　
壺
の
下
に
ス
カ
ー
ト
状
の
台
が

あ
る
も
の
で
、
壺
の
外
側
に
馬
に

乗
る
人
、
装
飾
し
た
馬
、
鹿
、
人

物
、
小
さ
い
小
壺
が
付
い
て
い
ま

す
。
小
さ
い
像
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て

い
て
、
人
物
は
、
目
や
鼻
や
口
や

髪
の
毛
の
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

□
子
持
ち
須
恵
器
器
台
□ 

　
ス
カ
ー
ト
状
の
台
に
大
き
い
鉢

が
あ
り
、
そ
の
中
に
坏
と
蓋
が
６

つ
セ
ッ
ト
で
、
中
央
に
高
坏
と
蓋

１
セ
ッ
ト
が
の
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
も
大
変
貴
重
な
資
料
で

す
。 

★
県
内
初
★
　
亀
甲
繋
単
鳳
文
銀
象
嵌
円
頭
大
刀
柄
頭 

き
っ
こ
う
つ
な
が
り
た
ん
ほ
う
も
ん
ぎ
ん
ぞ
う
が
ん
え
ん
と
う
た
ち
つ
か
が
し
ら 

こ 

も 

す 

え 

き 

き 

だ
い 

と
く 

し
ゅ 

す 

え 

き 

そ
う
し
ょ
く
つ
き 

す 

え 

き 

き 

だ
い 

ふ
た 

つ
き 

処理前 処理後 

１１ 



　
平
成
２２
年
度
ふ
く
さ
き
歴
史

体
験
隊
は
、
４０
人
の
隊
員
を
迎

え
毎
回
元
気
に
活
動
し
ま
し
た

よ
！ 

　
小
学
校
５
・
６
年
生
の
と
き

に
出
会
う
郷
土
の
歴
史
・
文
化

と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
か
け
が
え

の
な
い
時
間
と
思
い
出
で
す
。 

　
今
月
中
旬
に
は
学
校
へ
募
集

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年

も
た
く
さ
ん
の
隊
員
と
出
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ね
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　体験隊活動へご協力いただきました保護者ボランティアや地域ボランティアのみなさんに厚くお礼申し上げます。
本年度も活動へご参加いただける方を募集しています。 
　ご協力いただける方は、資料館までご連絡ください。　　　　　　　　　歴史民俗資料館（　２２－５６９９） 

▲決して忘れてはいけない‘戦争’の歴史。 
　体験隊では、戦時中のはなしを聞いて当 
　時のことを知り、平和への願いを込めて 
　戦時食をつくりました。 

　バスツアーで訪れた養父市にある大庄屋。 
　大きくて立派な石垣でしたね。 

▲みんなで協力をしてつくったハニワは、自 
　分たちでカマをつくって焼きましたよ。今 
　は歴民前に並んでいるのでまた見にきてね。 

▲バスツアーでは大庄屋めぐりに出か 
　けましたよ。林田藩の三木家は修理 
　を終えたばかり。私たちの町にある 
　三木家もこのような姿でまた見る日 
　が楽しみです。 

～ふるさと福崎での体験と歴史の出会い～ 

▲体験隊の活動は、町の歴史・文化ゾーンである 
　辻川かいわいを知ることからはじまります。 
　今年は柳田國男50年祭も行われます。 

１２ 

▲凧づくりは空にあがるまではドキドキ。 
　でもいっせいに喜ぶ声と笑顔があふれ 
　ましたね。今年１月号の広報では表紙 
　を飾りましたよ！ 

たこ 



　
今
年
８
月
に
柳
田
國
男
５０
年
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
の
巡
回
展
で
は
、

柳
田
國
男
が
幼
少
期
過
ご
し
た
福
崎
と
の

深
い
つ
な
が
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
数
多
く
残
る
著
書
か
ら
、
本
展
で
は『
故

郷
七
十
年
』
に
綴
ら
れ
た
國
男
の
思
い
出

や
素
顔
、
人
々
と
の
交
流
、
明
治
初
期
の

郷
土
の
風
景
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
表
現
か
ら
は
、
ふ
る
さ

と
へ
込
め
ら
れ
た
思
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
素
顔
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

　
ま
た
、
７
月
の
講
座
で
は
、
柳
田
國
男

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
の
神
崎
郡
の
よ
う

す
を
神
話
に
残
る
姿
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
展
示
や
講
座
を
と
お
し
て
、
郷
土
の
歴

史
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

～連続講座②のお知らせ～ 
７月９日（土）１３：３０～１５：００ 
柳田のふるさと～神崎郡の神話～ 
坂江渉さん（神戸大学大学院人文学研究科特命准教授） 

申し込み・問い合わせは歴史民俗資料館へ 

第72話 

　
昨
年
度
着
手
し
た
三
木
家
住

宅
保
存
修
理
工
事
で
す
が
、
今

年
度
か
ら
５
か
年
の
予
定
で
主

屋
の
修
理
を
行
い
ま
す
。
主
屋
は
、

三
木
家
の
中
で
中
心
的
な
建
物

で
す
。 

　
こ
の
主
屋
は
、
腐
朽
や
破
損

の
激
し
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、

多
く
の
箇
所
で
部
材
を
取
り
替

え
て
修
理
を
行
い
ま
す
。 

　
木
材
は
栗
・
地
松
・
檜
・
杉

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
こ
れ
ら
の
部
材
は
、
同
種

の
国
内
産
で
、
乾
燥
し
た
目
通

り
の
良
い
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

ま
た
、
割
れ
、
ね
じ
れ
、
曲
が

り
が
な
い
か
を
確
認
し
な
が
ら

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
修
理
は
、
根
継
ぎ
と
呼
ば
れ

る
工
法
等
で
補
修
し
ま
す
。
根

継
ぎ
と
は
、
柱
の
足
元
の
、
腐

食
や
虫
害
に
よ
り
損
傷
が
激
し

い
箇
所
を
切
り
、
新
材
で
つ
な

ぐ
こ
と
で
す
。
三
木
家
の
よ
う

な
文
化
財
は
、
で
き
る
だ
け
元

の
材
料
を
残
し
て
補
強
を
す
る

た
め
に
、
根
継
ぎ
も
複
雑
な
形

状
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
文
化
財
建
造
物
修

理
に
使
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
森
林

は
年
々
減
っ
て
お
り
、
調
達
す

る
の
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
平

成
１８
年
度
に
文
化
財
建
造
物
の

修
理
に
必
要
な
資
材
の
モ
デ
ル

供
給
林
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
文

化
財
の
森
」
を
設
定
し
、
木
材

や
檜
皮
、
茅
、
漆
な
ど
の
資
材

の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ふ

る
さ
と
文
化
財
の
森
」
は
全
国

で
３０
箇
所
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
畿
で
は
、
大
阪
に
４
つ
、
京

都
に
１
つ
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
工
事
で
は
、
こ
れ
ら
の
森
林

か
ら
部
材
を
確
保
し
て
大
切
に

使
っ
て
補
修
し
て
い
き
ま
す
。 

　
主
屋
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

大
工
が
関
わ
り
、
高
い
レ
ベ
ル

で
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
保
存
修
理

工
事
に
も
同
等
以
上
の
技
術
を

も
っ
て
工
事
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

県
指
定
文
化
財
　
　
　
　 

三
木
家
住
宅
主
屋
保
存
修 

理
工
事
①
（
木
工
事
）
　 

ひ
わ
だ 

か
や 

ひ
の
き 

ね
　
つ 

う
る
し 

　
今
年
も
７
月
に
、
歴
史
民
俗
資

料
館
で
「
辻
川
山
演
奏
会
」
が
開

か
れ
ま
す
。
今
年
は
ウ
ク
レ
レ
演

奏
会
で
す
。
資
料
館
の
演
奏
会
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
楽
器
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
ハ
ワ

イ
ア
ン
音
楽
を
代
表
す
る
ウ
ク
レ

レ
で
す
。
す
て
き
な
音
色
と
と
も

に
、
南
国
気
分
で
心
安
ら
ぐ
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

 

　
歴
民
に
ウ
ク
レ
レ
の
音
色
を 

　
響
か
せ
よ
う
！ 

『
ウ
ク
レ
レ
演
奏
会
』 

出
演
　
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ク
レ
レ
倶
楽
部 

日
時
　
７
月
１８
日（
月
・
祝
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜 

場
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館 

申
し
込
み
は
歴
史
民
俗
資
料
館
へ 

　
２２
・
５
６
９
９ 

『
辻
川
山
演
奏
会
』の
お
知
ら
せ 

１３ 

つ
づ 



開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
・
中
国
自
動

車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
利
用
案
内 市

　
川 

《付近見取図》 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

辻
川
北
信
号 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

辻
川
信
号 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
自
動
車
道
路 

中　国　縦　貫　道 

平野病院 

姫路へ↓ 

　資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

辻川辻川 
バス停バス停 
辻川 
バス停 

P

一方通行 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２３
年
６
月
２
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

57
２２ ２２ 

１４ 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
は

今
年
の
４
月
か
ら
町
営
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
入
館
料

も
当
分
の
間
、
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
回
は
当
記
念
館
が
所
蔵
し
て

い
る
資
料
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

　
ま
ず
、
目
を
引
く
の
が
、
柳
田

國
男
が
長
年
愛
用
し
た
机
で
す
。 

            

　
こ
の
机
は
、
國
男
が
執
筆
作
業

の
し
や
す
い
よ
う
に
と
特
別
に
注

文
し
た
も
の
で
す
。
特
徴
の
あ
る

の
は
、
正
面
に
あ
る
小
さ
く
区
切

ら
れ
た
棚
と
、
両
袖
に
引
き
出
し

の
よ
う
に
収
納
さ
れ
て
い
る
板
で

す
。
正
面
の
棚
は
、
執
筆
途
中
の

原
稿
や
資
料
を
整
理
し
て
お
く
た

め
、
両
袖
の
板
は
、
少
し
で
も
作

業
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
取
る
た
め
の

も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
カ
ギ
付
き
の
木
製
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
す
。

こ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
机
前
面
の
棚

と
机
上
を
す
べ
て
覆
う
こ
と
が
で

き
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
執
筆

途
中
の
大
切
な
原
稿
を
守
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
國
男
は
足
元

に
炭
入
れ
を
置
き
、
こ
れ
で
足
元

の
暖
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
貴
重
な
も
の
と
し
て
、

大
正
大
典
時
に
國
男
が
着
用
し
て

い
た
衣
冠
束
帯
も
保
存
・
展
示
し

て
い
ま
す
。 

　
大
典
と
は
、
天
皇
の
即
位
式
と

そ
の
後
に
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
（
五

穀
豊
穣
に
感
謝
し
て
そ
の
継
続
を

祈
る
式
）
の
一
連
の
儀
式
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
國
男
は
大
正
４
年

に
行
わ
れ
た
大
典
に
参
列
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
他
に
も
代
表
的
な
も
の
と

し
て
『
遠
野
物
語
』
の
初
版
本
や
、

『
石
神
問
答
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
『
遠
野
物
語
』
は
國
男
が

自
費
出
版
し
た
も
の
で
、
そ
の
初

版
本
は
３
５
０
冊
余
り
し
か
な
い

貴
重
な
も
の
で
す
。 

      

　
な
お
、
記
念
館
に
は
國
男
の
兄

弟
に
関
す
る
資
料
も
多
数
あ
り
、

松
岡
映
丘
の
大
和
絵
の
画
稿
や
長

男
・
鼎
が
実
際
に
使
用
し
た
医
術

書
籍
な
ど
、
他
で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
記
念
館
に

足
を
運
び
、
実
物
の
資
料
に
触
れ

て
く
だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
記
念
館
だ
よ
り 

か
な
え 

い
か
ん
そ
く
た
い 

柳田國男が使用した机 

『遠野物語』初版本 

大正大典時の衣冠束帯 



子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　６月２１日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　７月５日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

６月９日（木）・７月１４日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

７月７日（木）　文化センター　２階　和室 

　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

日　時　６月２８日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
テーマ　「絵本と子育て」 
　　　　　※１０：００～１０：３０は幼児園３歳児保護者対象の 
　　　　　　お話にも参加します。 
対　象　２歳、３歳の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 

日　時：７月１３日（水）１０：００～１１：３０（受付９：４５～） 

場　所：文化センター　小ホール 

講　師：姫路おはなしの会　小栗栖真弓さん 

　「子どもたちにどんな絵本を読んでやればいいのだろ 

う」本屋さんで、図書館で、たくさんの絵本を前に悩ん

だことはありませんか？絵本は、子どもが初めて出会う

“本（文学）”です。そこで眼にする絵、耳にする言葉

は幼い子の心に刻み込まれることでしょう。「子どもに

こそ最上のものを」、子どもと本に関わる大人たちの合

い言葉です。絵本について考えながら、子どもたちに手

渡してもらいたい絵本をいっしょに楽しむ講座です。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

日　時　７月２１日（木）　１０：００～１０：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

演　奏　牛尾奈津美さん、玉置真梨さん 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

　お父さん集まれ！お父さんの出番ですよ。 

　お子さんといっしょに遊びませんか？ 

日　時　６月１８日（土）　１０：００～１１：３０ 

場　所　福崎幼児園　お遊戯室 

対　象　１～３歳の子どもとその保護者 

持ち物　お茶 

申込方法　子育て支援センターへ 

日　　程 

6月10日（金） 

6月13日（月） 

6月17日（金） 

6月20日（月） 

6月24日（金） 

6月27日（月） 

7月 1 日（金） 

7月 4 日（月） 

実施場所 

辻川公民館 

福田公民館 

山崎公民館 

田口公民館 

新町公民館 

鍛治屋公民館 

西治公民館 

南大貫公民館 

対象地区 

西野・辻川 

福田・駅前 

山崎 

田口・板坂 

新町 

小倉・鍛治屋 

西治・西谷・高橋 

東大貫・西大貫・南大貫 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※申し込み不要。対象地区以外の方も参加できます。 
※６月１７日、２４日、２７日はミニデイ利用者の方との交流を 
　予定しています。 

１５ 



主催：兵庫県・福崎町 

協賛：兵庫県土地改良事業団体連合会 

　　　兵庫県ため池等整備事業促進協議会 

　　　（社）兵庫県治山林道協会 

災害のない豊かな農村をめざして 

１６ 

大雨に注意！！ 
　災害の多くは長雨や集中豪雨が
原因で起こります。１時間に２０ミ
リ以上、または降り始めから８０ミ
リ以上降ると危険です。十分に警
戒してください。 

●ため池の保全 
　多くのため池は、造られてから長い歳月がたち、古

くなっています。 

　機能が十分に発揮できなくなったため池は、規模に

応じて国や県、町とため池管理者である農家の人たち

がお金を出しあって、改修工事を行うことができます。 

●ため池のパトロール 
　県と町は県土を災害などから守るため、毎年６月を

「豊かなむらを災害から守る月間」に定め、関係機関

あげて防災パトロールを行っています。 

　日頃から堤防を見回り、草刈りや雑木の伐採、さら

に洪水吐や取水施設の補修など、地道な管理努力が大

切です。 

●ため池の管理責任 
　ため池の管理者は、ため池の管理責任を負っていま

す。 

　ため池で事故などが起きないよう、日頃から、立て

看板、転落防止柵の設置、点検など可能な範囲で維持

管理活動を行っておくことが大切です。維持管理活動

の記録は必ず残すようにしましょう。 

●次のことにも注意しましょう 
・大雨が予想されるときは、水位を下げておきましょ

う。 

・洪水吐に土のう等を置いて、無理な貯水は絶対にし

ないでおきましょう。 

・景観を損なわないよう、不法投棄の防止に努めまし

ょう。 

　
兵
庫
県
で
は
次
の
と
お
り
狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

【
狩
猟
免
許
と
は
】 

　
狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
で
す
。 

　
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て

実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も

原
則
的
に
必
要
で
す
。 

【
狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性
】 

　
狩
猟
は
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料

理
を
楽
し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、

農
林
業
被
害
を
与
え
る
野
性
動

物
の
生
息
頭
数
を
適
性
に
管
理

す
る
と
い
う
公
益
性
も
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
。 

【
試
験
の
日
程
及
び
場
所
】 

 

申
込
期
間
　
６
月
６
日
〜
２１
日 

知
識
・
適
性
試
験
日
及
び
会
場 

７
月
６
日
（
水
） 

　
姫
路
労
働
会
館 

技
能
試
験
日
及
び
会
場
（
知
識
・

適
性
試
験
の
合
格
者
） 

７
月
２０
日（
水
） 

　
姫
路
労
働
会
館
も
し
く
は 

７
月
２７
日（
水
） 

　
神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

 

申
込
期
間
　
８
月
８
日
〜
２３
日 

知
識
・
適
性
試
験
日
及
び
会
場 

９
月
１０
日（
土
） 

　
神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

技
能
試
験
日
及
び
場
所
（
知
識
・

適
性
試
験
の
合
格
者
） 

９
月
２５
日（
日
） 

　
神
戸
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー 

【
免
許
の
種
類
】 

・
網
猟（
主
に
鳥
類
） 

・
わ
な
猟（
獣
類
の
み
） 

・
第
一
種
銃
猟（
装
薬
銃
、空
気
銃
） 

・
第
二
種
銃
猟（
空
気
銃
） 

初
心
者
講
習
会
の
ご
案
内 

　
８
月
６
日
（
土
）
に
、
こ
れ
か

ら
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ
れ

る
方
を
対
象
に
、
知
識
・
技
能

に
関
す
る
初
心
者
講
習
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
。（
主
催
・（
社
）兵

庫
県
猟
友
会
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

試
験
に
関
す
る
こ
と 

○
県
民
局
森
林
林
業
課 

　
　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
２
８
９ 

○
農
政
環
境
部
自
然
環
境
課 

　
　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
４
６
３ 

初
心
者
講
習
会
に
関
す
る
こ
と 

○
県
猟
友
会 

　
　
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７ 

（
産
業
課
） 

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内 

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内 

１
回
目 

２
回
目 

ばっさい 

ばけ 


